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発表の概要

０ はじめに なぜ「総合的な探究の時間」なのか

１ 今年度の取組みについて（地域探究）

２ 具体的な授業について

３ 来年度に向けて

４ まとめ（成果と課題）



０ はじめに なぜ「総合的な探究の時間」なのか
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□ 高校の諸活動の支援に関する事業
□ 高校と地域の自治体や産業界等との協働による地域課題解決等

に関する事業
□ 高校のスクールポリシーを踏まえた人材育成に関する事業
□ 高校の魅力・情報の発信に資する事業

地学協働コンソーシアム 事業

□ 様々な分野で活躍する「人」との対話を重ね、町民との交流を深める。
□「歴史や文化」を学び、郷土愛を育む。
□「観光資源」に親しみ、体験を通してまちの魅力を発掘するとともに、町内外
に発信する。
□「産業」を学び、進路を意識したキャリア教育を推進する。
□「小中学校」と連携を深めるとともに、包括的な教育を行う。

白老東高校魅力化推進事業（年間100万円） 推進項目



０ はじめに なぜ「総合的な探究の時間」なのか

4

令和６年度～総合的な探究の時間
本校１年生では、前期（１単位）を陣屋（仙台藩白老元陣屋）探究、
後期（１単位）を地域探究とする（今年度より）。

コンソーシアムを
核とする

全員
必修

選択者
のみ



白老駅前

プロジェクト

１ 今年度の取組みについて（地域探究）
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後期 白老駅前プロジェクト

１ 今年度の取組みについて（地域探究）
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課題設定

• 自分たちで白老について調べる

• 出前講義（町長、役場職員、地域C）を通して課題を発見する。

情報収集

•フィールドワークによって、体験する。肌で感じる。目で見て確かめる。聞き取る。

整理分析

•フィールドワークで得た知見を元に、紹介冊子を作成する。

まとめ

•探究発表会によって、次年度以降の更なる課題を見いだす。



２ 具体的な授業について
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今年度の総探のポイント：「ゼミ形式（少人数）」で実施する！！

（本校の生徒）自己肯定感が低い、成功体験が少ない、自信が無い
→ 少人数指導で手厚くサポートし、成功体験や、他者へ発信する力を育みたい。

楽しい学校
楽しい授業



白老駅前プロジェクト フィールドワーク

２ 具体的な授業について
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白老駅前プロジェクト 紹介冊子制作

２ 具体的な授業について
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白老駅前プロジェクト 成果発表会

２ 具体的な授業について
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○ 令和７年４月より「総合的な探究の時間」の名称を次の通り

変更します。

町内小中学校においても、「ふるさと学習」を行っていることから、

今後は、より一層「小中高の接続」を意識した探究学習を推進して参ります。

３ 来年度に向けて
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（新名称） アコロコタン

私たちの まち（町） ふるさと



○ （成果）教員間でチームを組織し、少人数指導を実施した

ことで、生徒の満足感も高く、深い学びが実現できた。

○ （成果）白老町全面協力の下、より強固な「地学協働」体制

を構築することができた。

○ （課題）具体的な評価規準を提示する。校内評価はもとより、

外部評価（白老町）を充実させる。

○ （課題） 「小中高の接続」を意識した探究学習の推進

４ まとめ（成果と課題）
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